
【令和7年度実施事業】

総事業費 交付金充当額

（単位：千円） （単位：千円） 始期 終期

1 1

【低所得世帯支援枠及び

不足額給付分の給付金・

定額減税一体支援枠】

座間味村低所得世帯支援

特別臨時給付金

※不足額給付

【目的】物価高が続く中で低所得世帯への支援を行うことで、低所得の方々の生活を維持

する。

【対象】定額減税を補足する給付（うち不足額給付）の対象者数（149人）

【積算】3,501千円

（給付金）3,000千円

 ・定額減税を補足する給付（うち不足額給付）の対象者 149人 (3,000千円）

（事務費）501千円

 ・役務費（郵送料等）、業務委託料

3,501 3,501 R8年10月 R8年12月 －

【事業実施による成果】

エネルギー・食品価格等の物価高騰により、低所得者世帯の家

計への経済的不安が増える中、給付金を支給することで経済的

負担を軽減することが出来た。

【実績】3,323,832円

 （給付金）3,000,000円

 （事務費）323,832円

【成果目標の達成状況】

 ―

2 5、10

【推奨事業】

≪①食料品の物価高騰に

対する特別加算≫

食料品等物価高騰対策・

島ちゃび解消支援給付金

（Ｒ7_補正分）（Ｒ6_補

正分）

【目的】物価高騰の⾧期化に伴い、食料品をはじめとする生活必需品の価格上昇に加え、

離島輸送コストの増加も影響を受ける全村民へ給付金を速やかに支給し、経済的負担の軽

減及び島ちゃび解消を図る。

【対象】令和7年12月31日時点で村内に住所を有する者

【積算】37,095千円

（給付金）36,937千円

 ・支給人数 859名×43,000円＝36,937千円

（事務費）158千円

 ・役務費（郵送料等）

37,095 35,630 R8年1月 R8年3月

対象世帯に対し

て少なくとも令

和8年2月までに

支給を開始す

る。

【事業実施による成果】

物価高騰の⾧期化に伴い、食料品をはじめとする生活必需品の

価格上昇に加え、離島輸送コストの増加も影響を受ける全村民

へ給付金を速やかに支給することで経済的負担を軽減すること

が出来た。

【実績】36,049,816円

 （給付金）35,948,000円（836名）

 （事務費）101,816円

【成果目標の達成状況】

 支給開始日：令和8年2月10日（目標達成）

3 6 【推奨事業】
座間味村学校給食費物価

高騰臨時支援事業

【目的】エネルギー・食料品価格等の物価高騰に加え、離島コストによる子育て世代の家

計への負担を軽減し、生活支援を図るため給食費を免除する。

【対象】村立幼小中学校在籍の園児・児童・生徒の給食費

【積算】3,403千円

（免除額）3,402,248円

 ・園児年少：6名×（500円×1ヵ月+1,000円×10ヵ月）（63,000円）

 ・（園児その他）18名×1,000円×11ヵ月（198,000円）

 ・（児童）47名×4,500円×11ヵ月（2,326,500円）

 ・（児童・牛乳無し）2名×2,034円×11ヵ月（44,748円）

 ・（生徒）28名×5,000円×11ヵ月＝1,540,000円÷２（770,000円）

3,403 3,403 R7年4月 R8年3月 保護者負担額0円

【事業実施による成果】

エネルギー・食品価格等の物価高騰により、子育て世帯の家計

への経済的不安が増える中、給食費を免除することで経済的負

担を軽減することが出来た。

【実績】

 （免除額）3,471,248円

【成果目標の達成状況】

 令和7年度給食費の保護者負担0円（目標達成）

4 7 【推奨事業】
児童生徒船舶運賃臨時補

助事業

【目的】物価高騰による子育て世帯の家計への負担を軽減し、生活支援を図るため、子ど

もたちの船舶運賃を最大3回まで補助する。

【対象】村の幼稚園、小中学校に通う幼児、児童生徒

【積算】716千円

（補助金）715,950円

 ・幼児24名×1,850円（船賃）×3回（133,200円）

 ・児童49名×1,850円（船賃）×3回（271,950円）

 ・生徒28名×3,700円（船賃）×3回（310,800円）

716 716 R7年4月 R8年3月
申請に対する補

助率100％

【事業実施による成果】

物価高騰による子育て世帯の家計への経済的不安が増える中、

子どもたちの船舶運賃を補助することで経済的負担を軽減する

ことが出来た。

【実績】

 （補助金）427,580円

【成果目標の達成状況】

 全申請に対し補助を実施（補助率100％）。（目標達成）

5 8、9 【推奨事業】

物価高騰対策くらし応援

給付金（R6_補正分）

（R7_予備分）

【目的】物価高騰等による影響を受ける高齢者世帯及び子育て世帯へ給付金を支給し、負

担軽減を図る。

【対象】令和7年10月31日時点で村内に住所を有する65歳以上の高齢者及び中学生までの

子を持つ子育て世帯

【積算】8,480千円

（給付金）1,300,000円

 ・高齢者（65歳以上）支給人数196名×30,000円＝5,880千円

 ・中学生以下     支給人数129名×20,000円＝2,580千円

（事務費） 20,000円

 ・役務費（振込手数料）

8,480 8,480 R7年11月 R8年3月

対象世帯に対し

て少なくとも令

和7年12月までに

支給を開始す

る。

【事業実施による成果】

エネルギー・食品価格等の物価高騰により、子育て世帯の家計

への経済的不安が増える中、給付金を支給することで経済的負

担を軽減することが出来た。

【実績】8,477,853円

 （給付金）8,460,000円

 （役務費）17,853円

【成果目標の達成状況】

 支給開始日：令和7年12月19日（目標達成）

53,195 51,730
【実績】事業費合計  51,751千円

    交付金充当額 51,653千円（充当率99.8％）
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